
○ここでは、大阪の7日間平均気温を抽出します。 
○「地点を選ぶ」で「大阪府」を選択します。 

大阪の7日間平均気温をダウンロードし、 
28℃以上となる割合を日別に求める 

ここをクリック 



○「大阪」を選択します。 



○「項目を選ぶ」の「データの種類」で7日別値を選択し、 
「項目」で「7日間平均気温」を選択します。 



○ここで、1981年～2010年の毎日の7日平均気温をダウンロードします。 
○「期間を選ぶ」で「連続した期間で表示する」「毎日連続で表示」を選択します。 
○ 1度に30年分ダウンロードできないので、15年分づつ、2回に分けてダウンロード 
します。 まずは、1981年1月1日～1995年12月31日とします。 



○上のように表示オプションを選択します。 

 （ダウンロードＣＳＶファイルのデータ仕様で「年月日などに分けて格納」
を選択する以外は任意です）。 



○「CSVファイルをダウンロード」で、ファイルを保存します。 
○2回に分けて保存するので、1回目は例えば「data1.csv」の名前で保存します。 
○同様に、「期間を選ぶ」で1996年1月1日～2010年12月31日を選び、「data2.csv」等の
名前で保存します。 



○保存した「data1.csv」等のファイ
ルを表計算ソフトで編集します。 
○ここでは、Microsoft Excelを使用
します。 
○保存した4つのファイルを開き、
「data1.csv」の行末に、「data2.csv」
のデータをコピーして、2つのシート

のデータをひとつのシートに集約し
ます。 



○「並べ替え」機能（赤矢印）で月（Ｂ
列）日（Ｃ列）を優先し、30年分の同一
日が並ぶように並べ替えます。 
○6月1日～9月30日のデータ以外は
編集を容易にするため削除します。 



○2010年の行に前30年の28℃以上の

日数をカウントする関数を記述します
（赤矢印）。 
○各日で同様の記述をします（Ｈ5-Ｈ
34のセルを最終行までコピー）。 
○Ｈ列を選択し、「コピー」→「形式を選

択して貼り付け（「値」を選択）」で上書
きし、ソートしても値が変わらないよう
にします。 



○「並べ替え」機能で、年（Ａ列）を優先し、
再び年月日順に並べます。 
○そのうち、2010年のＨ列に28℃以上の
日数が表示されます（2010年以外のデー
タを削除したものを表示しています）。 



○28℃以上の日数を年数（30年）で割
り、28℃以上の出現割合を求めます
（赤矢印）。 
○グラフ機能で、グラフを作成します。 


